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公立小学校における
簿の送付及びアンケート)
の本県の小学校で、l土手 いて 5段階
を
のみをむ)による
干子っているところ
校の45蜘8%)ヲ
少なからずみられるが写そ
用いられている全学年共通の観点による
崎支的観点別評髄であること，などが明らか
になった。すなわち今
期ごとに評舗の観点を
を している
20校 .1%) しかなししかもヲ
につい
しているの
に過ぎなかったの
る。
を したそれから
a) 
らかの形で観点別評餓
.7%)。そして，
を
ごと
を発行して
とは
えているのである。しかも，その
し、る
iま4
つ は，
していた。これ
も昭和55卒の指
していったと思われるこ
1991 a )でみた通りでとは，
112 撫尾知{言
ある。
では，これら
おいては，どのような形で学期ごとの観点が
用意されているのであろうか。
おける学期ごとの評{磁の観
について，量的及び、質的(内容的)な分析
う。ただし，紫的な分析においては 1
つの例として，学期ごとの観点を用意してい
る学校が最も多ししかも，到達自擦の形で
観点を設定しやすいと思われる第 l学年の算
数科だけを取り上げることとする。
額
目的は， (撫尾， 1991 a ) 
で収集したデータを用いて，次の 2点を暁ら
かにすることである。
( 1 )小学校の到達度評価形式の通信簿は，
おいて，各教科の観点をい
くつ用意しているだろうか。
( 2 )小学校の到達度評儲形式の通信簿1，
第工学年の各学期において，算数科ではどの
ような内容の観点、を用意しているだろうか。
( 1 )分析対象校
f左賀県下の
3去
学校173校に対して
行った前報告(撫尾 1991a )の調査で分析
の対象とした150校のうちパミずれかの学年で
学期ごとの観点を潟いた観点別評備を行って
いる (アンケート回審のみを
む)であったが，本報告ではそのうち，
簿の現物が送付され，しかも，学期ごとの観
点別評価を実施している学年において，少な
くとも一つの学期の観点が判明している61校
を分析の対象とした。
( 2 ) 
(1的1a)の調査は， 2年 3月
用いられた
る。したがってヲ
成 3年の指導要録改訂前の通信簿であること
はいうまでもない。
と
( 1 )各教科における学期ごとの観点数
小学校の各教科の学期ごとの観点~I]評価に
おける観点数の度数分布を，
ごとに集計したものがTable1から Table8 
までであり，それにもとづ、い
期ごとの観点数の王子均憶をまとめたものが
Table 9から Table16までである。ただし，
いずれの場合も家庭科については，
( 5・6年生)のみについてまとめである。
これらの Tableから，まず，教科により観
点数に大きな蓋があることがわかる。
科(国語ラ社会，算数，理科)は技能教科(音
家庭)に比べると観点数が
多い鰻向にあるが，そのやでも国語科が最も
多し次に算数科が多く，社会科が最も少な
い。技能教科は全体的に観点数が少ないこと
で共通しているが，その中では体資科が若干
ながら多いようである。
第2~こ，学年間で比較してみると，各教科
とも l王手の観点数が少ないことではほぼ共通
しているが，どの学年が多いかについてはー
したf後向があるわけではないようである。
l王子の観点数が少ないことには， 1王手 l
の観点数が特に少ないことが影響しているも
のと思われる。
第3に，学期間で、比較してみると，ほとん
どの教科で3学期の観点数が最も少なくなっ
ている。 3 1， 2 に比べ期間が最
到達度評価と
も短ししたがって学ぶべき事項も少ないた
めにこういう結果になったのであろう。また 9
1学期よりも 2学期の方が多い鎖向にあるが，
これについても 1年 l学期の観点数が少ない
ことが影響していると思われる。
第4に，各教科とも学校によって観点数に
きなノてラツキがあることがわかる。
特に算数科ではその鱗向が強し例えば， 4 
2学期では観点数の最小数が4で最大数が
11であるし， 5王手2学期では最小数が3
大数が10である。また，算数料ほどではない
が，国語科の場合もその他の教科に比べると
幾分バラツキが大きいようである。
第5に，関学年・関学期において地のある
教科については学期ごとの観点別評価を実施
しているが，その教科については実施してい
ないという学校 では「不実施Jと
記)が鑑かながらみられる。特に 1年 1
の社会科と理科については，そのよう
が5校ある。これらの学校のうち 1校は抵学
年の社会科と理科を廃止し，生活科の先導的
試行を行っている学校であるが，その他の学
校については不実擁の理由はよくわからない。
なお，算数科について
であった。やはり，算数科は他の教科に比べ
ると学期ごとの観点が設定しやすいのであろ
。
、 ? ?
( 2 )算数科第1学年における評儲の観点
学期ごとの観点からなる観点別評価
ている小学校において， 1年 1学期から 1
3学期までの算数科の評髄の観点を，
自擦や内容に対応、づけてまとめたも
のが， Table 17から Table19までである。
ただし，小学校学習指導要領によると，第 1
113 
学年の算数科の内容はヲ 数と iB⑤ 
と測定J，iC.国形」の頗での3領域となっ
ているが， 2学期と 3学期については領域間
にまたがる評価の綴点があったために，
の頗}予を換えてまとめている。
なお，表中の観点の中に(i，
を若干変えたものや，
を漢字に直したものが
ある o
A.数と
られている第 1学年の
と計算」に含まれる内容としては，大き
く「数の概念と表し方J，i加法と減法J，iま
とめて数えたり等分することjに分けること
ができょう。以下，この}I僚にみていくことに
する。
(ア) 数の機念と表し
Table 17からわかるように， 1学期におい
ては， 20までの整数の理解に関する観点が最
も多い。しかし，それについても具体的な観
点としては極めてバラエティに富んでいるこ
とがわかる。 10までの整数や9ま
関する観点，さらには範閣を限定しな
い数の理解に関する もあるが，それらは
いずれもそれほど多くないといえる。
2学期では，この内容に関する観点は激減
している。穫かに予 20までの整数の理解に
するものが12校(加法と減法を含むものを加
えれば13校)と， 100までの整数の理解に関す
るものが3校のみであった。
3'学期になると，この内容に関する観点は
(加法と減法を含むものを加えれば
33校)に増加し，しかも，すべてが100までの
(99までの整数もしくは 2位数を
114 撫尾知 f雲
る
と
おいて「ある数をい
(イ)
った。
は多大きく
どの応用に
ること治ずで、きる。
もグ入
あり今その
もしく を
みのものとが
(和
し
ないものとがある。また，繰り上がりや繰り
下がりの有無に言及したものと雲及しないも
σ〉と った。
1 加法ー のみ
校)
れ
った。応用に
みとま あった。
2 
れも り上がりもしく
を
と
も多く，用いる
も10までの数がほ
る観点は 5校の
と
も多いが，いず
り下がりのあるも
した場合は20まで
どの応用
していた。
と減法の両方を
と最も多くなり，数の範顕も100i
れてくるがヲその場合も繰
りのないものがほとんど
" J 
り
j去の
(ウ)
し，
いずれも G校と鑑かであった。
たり等分したりすること
はlヲ2'学期には全こグ〉
く無くて 3学期に僅か l校あるのみであっ
た。この内容に関してはどこの学校でもほと
ん されていないよう る。
そのほかに， 3 
くつかに分けたり， という
ったが，このことが「分解Jを
るのか，それとも f等分jを意味するのかに
ついてはよくわからない。
B.量と測定
ヲ
」 る としては，
〉 」??? ?? ?
??
?
」 に分けることができる。
と測定
おいては9 この 関する
の
l 
iま6
1ま6:t交とも
るからにはかならない。
してい
を用いて
いることから考えるとヲ
グコ イコしミ 少な
れる。くとも にはほとんどないと
2学期になると，長さやかさ，あるい
きなどの比較や測定に関する観点が34校(留
形の領域を含むものを加えると35校)と
L，その表現についてもバラエティに富んだ
ものとなっている。
しかし， 3学期では再び、2校(図形の領域
を含むものを加えても 4校)と激減している。
この内容に関しては，ほとんどの小学
車交が2
(イ)
しているものと思われる。
刻
l 
期が8校舎 3学期は{蓋か l校と学年全体を通
して少ない。少なくとも第 l学年においてはラ
あまり重視されているとはいえないようであ
る。
C.図形
1学期においては，図形に関する観点は 6
l 
予
」
2 
到i童度言平{出と通信簿 115 
校のみであり，まだ非常に少ない。
2学期になると， 23校(数と
たは量と概定の領域を含むものを加えると25
校)と増加するが 3学期の24校(数と
または量と制定の領域を ものを力!1
えると29校)とほぼ同数である。しかも，
学期の観点の内容をみてみると，具体的
作に用いる道具(2学期では積み木・色;板。
はあ3 
るが，観点で日指している学習目標としては
ほとんど差はないといえる。結局，図形の領
関しでは，ほとんど向じ内容を 2学期に
している していと 3
る小学校がほぼ間数あるようである。これは
恐らしそれらの小学校で用いている
が異なるのであろう。
γable 1 
(単位校)
~星ニ主き5 314 516 71819 不実不明
1学期 2115 17 81 4 2 7155 
1年 2主主攻月 6113 12 71 1 1 8148 
2 3学刻 31 9 12 71 2 1110 46 
]学期 1 2 6 2130 
2 if- 2学期 6 4130 
81 
トー ー
3学;草月 1 2 71 6 1 5 30 
1学WJ 1 1 1 8 2121 
3王子 2学期 11 1 41 6 も 3121 
3学期 l 31 5 4121 
1学期 1 71 61 31 1 2 20 
ト ヤーー
20 4ifト 2学期 1 61 71 31 d つ
I 3，+ニ期 I 1 21 5 71 2 3120 
トー
9 i 1 1 "1:jt号i1 1 5 3119 
告 15f干1-123宇-主t期l 41 4 411ヲ
1 1 51 7 り
l1 告吉
1 '学期j 11 4 61 5 1 2 
6年L 2学期 21 3 31 8 
3学期 1 2 51 8 
※ 「不号去十~IÍiJ とは， 同学年f"J字義感こおいて憾諸財:*1)主主L吉0J1j言fi1i同
は行っているが， ['母音設相こついては行っていなし唆沿をま桝
Table 2 
???
(単位 e 校)
V 皇曜日 21 3 4 5 不実施 不明
1学期 23 I 6 
2 3 
5 7 55 
1年 2学期 I1 I 20i 14 2 8 48 
3学WJ 25 7 4 2 1 0 52 
1学期 2 1 9 品 l 2 1 30
21[' 2学期 3 4 ! 13 5 1 4 1 30 
3学期 4 16 3 2 5 i 30
I 1学期 11 告 2 2 I 21
3 iF 2学期 1 9 8 1 1 3 I21
3学期 1 I 13 υ つ 4 1 21
1学期 8 内 。 1 1 1 20 
4 if- 2学期 5 9 1 1 I 3 20 
3l?学':f期}君i 12 3 1 1 1 2 20 
4 9 2 1 I 1 2 1 9
5 {f. 2学其1 l ο つ 8 2 1 1 4 19 
3学期 2 3 8 3 l 4 1 9 
1学期 4 9 2 2 2 1 ]号
6年 2 '学期 7 I 4 2 31 3 1 9
3学期 8 1 5 2 3 1 9
※ 「蒋勧告jとは， luJ'判F関税制二おいて儲掛の義政沼IJiji削i
iま千才っているが，守土会科について1;l:1Tっていない場合を持?す
Table 3 「ヒ的
(j手{立校)
~星ニ主主 2 1 3 4 ! 5 8 7 8-11 不明
1 1学期 3125 20! 5 1 7161 
1均三 I2学期 21 8 16117 2 1 8154 
I 3学綴 5114 161 41 1 10 50 
トー
つd 8 151 i 211 (8) 1学jtJl 2136 
2if 2 :1期 12 6110 4 4136 
3学期 21 2 111 12 2 l 5135 
1学期 2 2 6 6 211 (8) 2121 
3王手 2学祭j 1 3 71 5 1 4 21 
3 "J:綴 11 51 1 4121 
1 57三期 2 6 7 3 2120 
4年
23 学5fc期滞j
3 10 21 1 1 (11) 3120 
l 4 8 3 1 (8) 3120 
1 '学期 2 告 61 2 19 
1 (10) 5寺三 2学長持 1 ] 71 5 4119 
3学期 5 51 4 I 5 19 
1学期 i 3 61 6 2 i 2 19 
8年 2学期 2 1 (8) I 3 19 
3学期 1 7 3119 
策 ( )内cTX数倣l土，実際の観点数を若をす
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下able4 ごと的
(単1::校)
----総主主I( 1 3 I 4 5 1、実議i不明
12 8 
l学期 115 13 1 3梓 61 
1'f-1 2学期 2 18 9 I 10 54 
3学期 2 20 14 I 3 50 
1学Jl;Il 2 3 I 14 11 3 1 2 I 36
2年: 2学均1 4 1 1 号 8 1 4 I 36
3学期 2 9 17 1 1 5 I 35
1学;Wl 1 i 5 11 2 2 1 21
3今F 2学期 1 1 1 5 I 4 21 
3 'j':鶏 10 7 1 4 21 
l学期 2 I 10 8 2120 
4年L 2学期 3 I 10 3 1 3 I 20
3学期Ji 百 6 1 2 3 1 20
l学期 :> 9 3 I 19
5年 2学期 1 7 6 1 4 119 
i 3学期 8 4 4 5 1 9
1学期 4 1 2! 2 1 9
6Af: 2学期 2 1 1 3 1告
3f学期 1 10 5 3 1 19 
軍 「耳宅溺車jとは， r，ij<字年同学攻守jにおいて他殺11';初〉統市、別手F鮒
は行っている抗原干*こついては行っていない場合をま仕す
Table 5 ごと (J)
(単位校)
~経主主 1 2 3 4 I 5 イ、突議不明 音j-
1 e芥綴 6 I 23I 18 1 1 I 6 55 
I年 2学期 17 21 1 8148 
3l 学期j 
17 15 1 l 2 9 1 46
l 18 9 l 1 1 30
2年 2学期 17 8 1 4 1 30
3~まと期 1 1 4 ヨ 2 4 1 301 
1学期 1 9 8 l 1 1 1 21
3王子 2学期 9 6 2 1 計3 :学期 8 7 1 1 
1学期 1 8 7 2 1 1 1 20
4'f- 2学期 10 5 1 1 3 1 20
3学期 1 8 5 3 1 2 1 20
1学期 1 4 1 0 1 1 2 1 9
5王手 2 '学期 4 官 l 1 4 1 91 
3学期 l 3 9 l 4 1 9
1 '学期 l 5 ヲ 2 l 1 1 9
6Af:i2学期 8 8 1 1 3 1 9
3学期 1 4 9 2 1 2 1 9
※ 「不実施jとi弘和j学年間学潟において穏竣好初統制リ斜面
lまf子っているカ¥:r:音寺、科については干子っていなし辻卦合を手段す
Table 6 ごとσ〉
(準佼校)
九一九地主笠 l 2 3 4 5 不実箱 不明 言十
1学期 6 1 28 12 1 1 6 1 55
1年 2'学期1 1 1 24 12 1 8 ! 48
3学期 1 1 22I 11 I 2 9146 
1学期 21 6 I 1 i 1 1 30
2年 2学期j 18 6 I 1 I 4 1 30
3424 
19 5 2 4 1 30
ト
1 1 216 12 1 I 1 
ト
7 百 1 3 I 21
1 7 10 1 
1学期 8 9 1 l 
4年 2学期 i 7 I 7 2 1 
3学期1 1 1 1 5 l 2 1 20
]学期 71 9 1 2 1 9
5if 2学期 3 告 2 19 
3学兵耳 9 5 19 
l学期 6 8 3 1 1 1 9
6'年 2'学綴 6 7 2 1 3 1 9
I 3学期 12 I 4 1 
※ |不支ぬjとは， jii]学年同学長Jl!こおいて他放干-401総'i'!5JIj~']i側
は行っているカ"波工:1'41こついては行っていない場合をJ狩す
下ableフ -，'ヒσ〉
(単位; 校)
盤1平!さ笠語 1 1 2 3 4 1 5 i6 8 I被能不明 討占
4112 28 4 1 も 55 
1 :年 2学期 14 21 31 1 1 8 48 
3 "f:jVl 22 17 2 21 9 52 
1学期! 2122 4 1 1! 30 
2年 2学期 9113 3 1 元l
3学期 14113 31 21 4 36 
1学期 21 7 百 1 11 1 21 
3"f- 2学期 1 9 61 1 1 3 21 
3学期 1112 21 2 1 3 21 
i一一学学一期一 8 11 9 1 1 20 
4 '年 1 9 31 3 1 3 20 
3学期 41 8 5 2 20 
1学期 1 8 51 2 1 2 19 
5年 2学期 71 4 2 1 1 4119 
ロ学期 21 7 1 4 1 4 19 
1学期 1 8 61 2 1 1 19 
8主f 2学期 81 5 2 1 3 19 
3学期1I 1 21 51 9 
輔副白 ι悼叫噌曲時酬融曲 目団悼
1 2 19 
※ 「不実施jと!;J:， f"j学矧聯糊においてf也知ヰ同観点号制畑、
は行っているれ体育相こついては行っていない場合を指す
務遼度言平舗と
すabl恐 8 ごと(J)
(単位‘校)
------鰻さ斐 1 2 3 4 不実施 不明 計
l学期 1 5 1 10 1 2 1 9
5王手 2学期 1 4 ? 2 1 4 1 9
3学期 1 9 4 1 4 1 1宮
1学期 1 7 百 1 1 1 9
S年 2学期 1 7 7 1 3 1 9
己主主 11 12 3 1 2 1 19 ，__ー ι幽-・- 一※ 「不実線jとは，除学年間学郊において修撫ヰ同鋭部i間'1蕗
LJ:'l子っているカ1家庭科については行っていなしミ主義合を諮オ
γable 9 ごと(J)
~ 1王手 2年 3王手 4王手 5年 5年 全体
1寺主義月 5.06 5.46 6.11 5.72 5.38 5.06 5‘39 
2学期 5.68 5.62 5.83 5.65 5.27 5.06 5.56 
3学期 5.71 5.75 6.12 5.41 5.2自5.25 5.63 
全体 5.45 5.60 6.02 5.60 5.32 5.12 5.52 
τabl恐 o ごとσ〉
~ 1王手 2年 3王子 4'"子 5若手 6 :年 全体
1学期 1田宮52.15 2.53 2.72 3.00 3.12 2.43 
2学期 2.50 2.80 2‘56 2.69 2.79 3.06 2.6官
3学期 2.28 1.9も2.12 2.24 2.71 2.75 2.30 
全体 2.23 2.31 2.41 2.55 2.84 2.98 2.47 
す翁むle1 1 ご Eこ的
..__、¥、¥、 1年 2年 3年 4年 5年 5年 全体
l学期 3.56 5.06 5.37 4.78 4.50 4.41 4.43 
2学期 4.26 4.19 5.12 5.41 5.47 4.94 4.69 
3学、期 3.55 4.43 3.41 4.06 3.93 3.56 3.83 
全体 3.79 4.57 4.66 4.75 4.65 4.31 4.33 
γable 12 ごと的
~ lif. 2if. 3年 4年 5 :9'.5年 全体!
1学期 2.08 3.30 3.74 3.22 3.63 3.65 3.03 i 
2学期 2.95 3.48 3.82 4.00 3.36 4.06 3ι71 
3学期 2.46 2.59 2.41 2.59 2.86 3.25 2.64 :
全体 2.48 3.14 3.34 3.25 3.30 3.65 3.051 
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γabl恐 13 ごと(J)
~ 1年 2年 3王手 4王手 5年 も生手
全2体:1
1学期 2.29 2.29 2.47 2帽562.69 2.71 
2学期 2.5宮2.32 2.5号2.44 2.7宮2.67 2.551 
3学英語 2.54 2.33 2.47 2.5ヲ2.71 2.75 2.54 i 
全体 2.46 2‘31 2.51 2.53 2.73 2.71 2.511 
Tabぬ 14 こごとめ
~ 1圭早 2王手 3年 4年 5年 6if. 全体i
1学期 2.23 2.2宮2.74 2.61 2.56 2.82 2.461 
2学期 2.41 2.32 2.65 2.69 2.93 2.73 2.56 
3学期 2.37 2.21 2.59 2.24 2.36 2.25 2.33 
全体 2.33 2.27 2.66 2.51 2.61 2.60 2.45 
ごと(J)
γable 16 
、、 5王手 8王手 全体
1学期 2.56 2.47 2.51 
2学期 2.71 2.40 2.55 
3学薬号 2.21 2.13 2.17 
全体 2.50 2.33 2.41 
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γ記事ble17 
内容 言平
??
(l) 護軍
? ?
@数の意味(綴!亨・大きさ)がわかる(l)
.数をかぞえる(l)
-綴fヂや位援を数で重量す(1)
• f讃数や)1綴J予を正しく数ふ番<(2) 
場合成や分解ができるは)
場ぬまでの数がわかる(1)
・10までの合成・分解ができる(2)
・10までの綴j字数をlEしく数えるは)
. 10までの数の大きさやしくみがわかる(1)
. 10までの数がわかり，合成・分解ができる(1)
数! 計 8校 ・10までの数の読み害警きができ，正しく数える(3)
. 1むまでの数を綴序よく数ふ ましく警<(1)
の 1・20まで、の数がわかる(8) • 10までの数について領数や)1僚序を数ム表す(1)
. 20までの数のしくみがわかる(3) ・ぬまで、の数の大小 a瀕f子がわかり，数え， Z売
数 i機I. 20までの数を正しくつかむ(駒字数も)(1) み警きができるな)
I .20までの機序数がわかる(1)
念 1・20までの数の大小がわかる(3) 計 12校
• 20までの数の読み欝きができるは)
とi
• 20までの数を立しく数え，喜善<(1) ・告までの数がわかる(1)
章受!・ 20までの数の大小.)綴序がわかる(8) • 9までの数を霊童としてとらえるは)
. 20までの数の読み察きがてやき字恋しく数える(2) ・2までの数を正しくつかむ(綴序数も)(1) 
しi・2むまでの数について考えたり，問題を解く (1) ・告までの数の嬢1字。大小がわかる(1)
. 20までの数がわかり，読み警きができるは)
と i方 1・20までの数の大小・ )1誤序・数系列がわかる(2)
• 2むまでの数の読み蕎きサミノjぃ瀬!字がわかる(1)
・20までの数の数え方・数のつ〈り・大ノj、がわ
かるは)
・20までの数を数ム重喜き，大小がわかる(1)
計 36校
'}Eし事事・引き算ができる(7)
-足し要事・引き要事を使って問題を解く (6)
言十 4校
-引き算の計算ができる(2)
. 10までの(数の)引き算ができる凶
計 I I・足し算・引き算の:意味がわかり，計算できる(1) ・10まで(10以内)の数同士:の引き算ができる(3)
・足し害事・引き事事の意味がわか t)，問題を1'る(1) ・くり下がりのない引き算ができる(2)
. 20までの数の足し害事・引き害事ができるは) ・1佼数-1位数の引き算ができる(2)
加 i・10までの数の足し算・引き算ができる(5) ・2までの引き算ができる(5)
法
-答が10以下の足し害事・引き害事ができる(1)
計 22校
-足し算の計算ができる(2)
とI.ぬまでの(数の)足し算ができる制
算 I I・手日が10まで (10以内)の足し算ができる(4)
-くりよがりのない廷し害事ができる(2)
減 i
・1イ立数十 l佼数の足し害事ができる(2)
. 9までの足し算ができる(5)
法|‘ 5までの足し算ができる(1)
• 5までの引き算ができる(1)
-引き算の意味がわかり， 10までの引き算がで
きる(1)
ー引き算の意味がわかり， 10未満げまで)の
引き算ができる(2)
言十 4む校
e 足し算の意味がわかり 9までの足し算がで
。足し算の意味がわかっ， 10までの足し算がで @式を立てて，答を出す(1)
きる(2) ・絵や王立にあう間態を作る(1)
明文主主題が解ける(2)
骨文章懇を式に表す(1)
きるは)
言十 40校
計 5校
※( )内の数{夜l土，波数(単佼校)を表す
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γable 17 (つづ泰}
内容 言事 f溜 Il) 綴 ，夜、
宝量 e 草寺筒・設さーかさの比較・測定ができる(6)
♂〉
量ま 1銃
念、
と と
il!u 
議。
zム  言十 8校
時 -待言?のま売み方(何時・何時半)がわかる(5)
定 -何時・何時半のE寺京IJがわかる(2)
主立 何ー時・何時半がiEしく読める(3) n 10校
-丸ー三角'i1!l角などの形を足分ける(1)
12 -丸ー三角・限芦警などの基本的な形がわかる(1)
@身の問ワにある形について，三角・凶角。立しなどの違いがわかる(1)
-物の形や図形のなかま分げができる(1)
形 -鰐単な背予を探したり，比べたりして特徴がわかるは)
@綴や色紙などを使った遊びを過して，形の特徴がわかるは) 言十 8キ交
※( )内の数値i土，度数(単位 校)を差是す
?
?
『
?
? ?
????
?
?…?…
?
1 
言ヰE
?
グ〉 観 点
・2むまでの数の読み喜善き@大小。綴序 a合成・
分解がわかる(1)
.2むまでの数について考えたり，問題を解いた
りできるは)
.2むまて的の数がわかる(6)
数 3 ・2むまでの数の大ききがわかる(1)
の i・2むまでの数の数え方，大小の順序がわかる(1)
概 i・20までの数の読み方・言書き方・大小がわかる(1)
4 1・20までの数の構成(10といくつ)・大小がわか
数 I'~' I り，数料読ん別番いたりできるは}
表
し
方
.u治までの数の大きさがわかる(1)
・100までの数の大小・ )1領Ffがわかる(1)
. 2桁の数の大小・順序・位取りがわかる(1)
し」
計 12校
百十 3校
トー 斗・ 20までの数について理解し， くりょがt)， くり下がりのない計算ができる(1) 計 1校
~ f立し害事・引き害事の言j-事事ができる(6)
加 1・足し算・引き害事を使って問題を解くことがで
5十 1 1 きる(詰)
法 I.くり上がり・くり下がりのある足し算 a 引き
算ができる(2)
とI.くりよがり・くり下がつのある計算ができる
(1) 
算 l滅 i・20までの数の足し算・引き算ができるは)
-20までの数のくりょがr).くり下がりのある
一 足し算也引き事事ができる(1)
/Ji: I・3口(3つ)の数の足し害事。引き算ができる
(3) 
計 20絞
-くり上がりのある足し算がていきる側
⑩くりよがりのある足し害事の意味がわかって計
算ができる(1)
@くりヒがりのある足し害事ができ，問題が解け
る(1)
.l{立数十 l佼数でくり上がつのある足し算が
できる(5)
・20までの数 (20未満)のくり上がりのある足
し算ができる(6)
-手口が20以内のくり上がりのある足し算ができ
るは)
計 34校
※( )内の数僚は，度数(単色7..'校) をま受す
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値下able 8 
内容
数 i力自
法
言事 {添
也くり下がりのある引き算ができる側
@くり下がりのある引き算の意味がわかって計
算ができるは)
-くり下がりのある引き算ができ，問題が解け
るは}
。18以内の2佼数-1位数でくり下がりのある
引き算ができる(2)
と . (十何-l{立数)でくりでがりのある引き算が
とi できる(3)
I .2初0までの数 (2ωo米j溺詩)の〈り下がりのあるg引i 
計 1;減成 j き算ができMる俗
I . t釜皇が2初O以F内ヨの〈 り下がりのある号引!き事算事がてで凶き
多事 i 法 るは)
計 34校
♂〉 観 点
'文霊堂惑が解ける(5)
-衛場な文章菜室ができる(4)
ー文章慈の意味がわかり，解くことができるは)
.文章惑を筋道をたてて考えることがて、きる(1)
.文芸量産室の足し害事。引き算ができる(2)
-Ji!.し害事・引き害事の文主主総惑がわかるは)
.Ji!.し算・引き算を使って文章皇室が解ける(1)
。足し算や引き算を使ったお話づくりや問題が
解けるは)
-18まて、のくり下がりのある引き算ができ，そ
れを使って文主主慾を解くことができるは)
・文掌を読み，正しく (菜室:恵、に沿った)式を警
くことカずできるは)
・文章問題の意味がわかり，ましく式を立てる
ことができるは)
-式を立てて答がだせる(1) 計 2校
ト一一」ーベー数や形について考えたり，問題を解いたりで、きる(1) 計 1校
図
形
e 基礎的な図形の特徴がわかる(6)
@三角形や四角や芦しの区別ができるは)
ゆ形の仲間分けができるは)
・7f3の特徴がわかり 9 仲間分けができる(2)
細いろいろな彩を知り，その違いがわかる(2)
-形を組み合せたり， rQJきを変えたりして滋 l"
ことができるは)
・積木を操作して，いろいろな形を作ることが
て、きるは)
-色板を使ってラいろいろな形を作ることがで
きる(1)
トー一「一寸・議(長さ・かさ)の測定や形づくりがて、きる(1)
-設さ比べができる(2)
i ミろいろ工夫して長さ比べができる(1)
蚤 if量i
の I.牧!のE更さを，並べたり議ねたり他と比較して
着実 i 比べることができるは)
と |念 I.入れ物の大きさ比べができるは)
とI.長さやかさを比べることができる(8)
沼11 .長さや量を比べることができるは)
摂IJ I副 長さや入れ物の大きさを比べることができる
(3) 
主 . t壬さーかさなどの最の大小をj七べることがで
きる(2)
日寺 ・ 5寺~tグ何時. jiJa寺J半かわかる(4)
亥 . s寺討をみて何時イ可時半が絞める(3)
※( )内の数値は，度数(単位校)を表す
多穣*や色板などを使って，図形を見分けるこ
とができる(1)
笹色板や籍を使った遊びを返して，形の特徴が
わかる(1)
'13絞や棒を使って，いろいろな形を作ること
ができる(3)
-色板や擦を使って図形を構成し，彩の変f七に
気付くことができる(1)
。色板や棒をi史っていろいろな形を作ったり，
そのー部を重おかして形を変えたりできる(2)
;十 23校
百十 1校
. f霊さやかさ比べをして，その大ノトや途いがわ
かる(1)
。長さやかさをいくつ分として比べることがで
きるは)
. t是きやかさを儲別の単位 i{旬、のいくつふ、んJ
を用いて比較できる(1)
-主主さやかさを比べたり，設IJったりできる(3)
-t是き・広さ・かさなどの震の大小を比べるこ
とができる(1)
・時間 a 長~ーかさの比較・測定ができる (6)
計 34校
・30分ごとの時刻を読むことができる(1)
~t 8校
到達度評備と
下able19 3 
内容 i 評僚 の
・100までの数がわかる(1)
. 100までの数の構成(しくみ，っくワ)がわか
数 l る(4)
の I. 100(むから鈎)までの数の読み著書きができる(3)
概 I. 100までの数の大きさや表し方がわかる(6)
念 i・100までの数の数え方・大小がわかる(1)
~I ・ 100までの数の大小・際序がわかる (4)
し|・ 100までの数の構成・読み警きがわかる(1)
方 1・100までの数の読み餐き・大小がわかる(1)
• 1∞までの数の構成・大小・綴序がわかる(4)
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観点
・1∞までの数の数え方・大小・綴序がわかる(1)
.1∞までの数の構成・立主ぴ方・大ノj、.綴!字がわ
かるは)
.1∞までの数の構成・ s頭!字数・数系列・大ノj、が
わかるは)
・100までの数(2位数)の読み警き・大小・瀬
序がわかるは)
・100までの数の数え方・害警き方・構成・大小・
順序がわかる(1)
計 31校
数 H ・100までの数がわかり，簡単な足し葵や引き算ができる(1)
. 100までの数の綴I'fや大小が護え，簡単な計算ができる(1) 音t 2校
と
方自
-計算が工Eしくできる(2)
・100までの数(2{立数)の鰭単な計算ができる(2)
・100までの数 (21立数)のくりよがり・くり下
がりのない計算ができる(4)
-足し算・引き算の計算ができる(8)
，足し要事・引き要事を使って問題を解くことがで
きる(6)
・1∞までの数の足し害事・引き算ができる(4)
. 100までの数のおよその足し算・引き算ができ
る(1)計 l法
・100までの数の簡単な足し算・引き算ができる(2)
・100までの数(2佼数 2桁)のくりよがり・
くり下がりのない足し算格引き害事ができる(3)
とi
事 | 滅
. (40+ 9)や (10+50)などの足し算や (85-
5 )や (70-40)などの引き算ができる(1)
. 100までの範囲内で(何十)土(何十)ができ
る(1)
. 100までの範閣内で(何十何)土(1位数)が
できるは)
. 100までの範囲内で(何十何)土(何十)がで
法 i
きる(1)
・0を含む足し算・引き算がわかる(1)
計 37校
※( )内の数値は，度数(単位校)を表す
.100までの数の足し算ができる(1)
. 2位数と 1位数・ 2位数の足し害事ができる(1)
・100までの数(2伎数 2桁)のくり上がりの
ない足し算ができる(3)
・2佼数と 1佼数.2 {立数のくり上がりのない
足し算ができるは)
言十 8校
. 100までの数の引き算ができる(1)
. 2位数と 11立数・ 2佼数の引き算ができるは)
・100までの数(2佼数 2桁)のくり下がりの
ない引き算ができる(3)
. 2 {立数と 1位数・ 2位数のくり下がりのない
引き算ができるは)
計 8校
-文主主題ができる(解ける)(6) 
・文章越を談んで解くことができる(1)
・文章懸の意味がわかり，解くことができる(3)
.文章題の足し算・引き算ができるは)
・足し害事・引き算を使って文章題が解ける(3)
骨くり上がりやくり下がつのある加減算を使っ
て文章惑が解ける(1)
・文章を読み，iEしく式を要事くことができる(1)
・文章問懸の意味がわかり，式を立てることが
できるは)
・問題を作ったり解いたりできる(1)
，r 18校
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Table 19 (つづき)
内容 I j終僚の観点
トー4・ある数をいくつかに分けたり， 。を含む足し事事や引き算ができるは) 音t 1校
数|ま 1 匂
と
め
言十1: 
算 i分
と
-妻主体的なものをまとめて数えたり等分したりして整理して表すことができるは} 言十 1校
-数のしくみや形の意味がわかる(1)
トーー」一一寸・数量をや図形について潔解する(1)
J 数や形について考えたり 9 間護軍を解いたりすることができるは)
トー一一寸一一一
????????
?????
i2l 
-基礎的な図形の特徴がわかる(6)
・いろいろな形を作ることができるは}
'1m角・三角・丸を使って，いろいろな形づく
りができるは)
・形づくりを通して，図形の構成がわかる(1)
・いろいろな形を作ったり，分けたりすること
ができるは)
-簡単な図形を作ったり，動かしたりできる(1)
.色板やひごを使って図形の機戒がわかる(1)
-色板やひごを俊って形づくりができる(6)
・色板やひごを使って物の形や三角・立B角を作
ることができるは)
計 3校
-色板やひごを使って形を構成したり，変化さ
せたりできる(1)
-色絞やひごでいろいろな形を作ったり，形を
変{じさせたりできる(1)
'5絞やひご・君主線などを用いていろいろな形
を作ることができるは)
-色板やひご・直線による図形の構成や変化が
わかるは)
・三角・翻角・丸の形がわかり，色板やひごを
使って形づくりができる(1)
n 24校
言十 2校
-広きの概念がわかり，方日良紙を使ってLどきの比較ができるは)
.方E良紙を使った場所とり遊びでどちらが勝ったかがわかる(1)
-時計のだいたいの読み方がわかるは)
※ ( )内の数億は，度数 (1単イ立.校)を差是す
官ヨ
ー工夫して形を作ったり，広さを比べたりできる(2)
本報告では，小学校の全教科につい
おける学期ごとの観点の量的な分析を，
また小学校算数科の第 l学王子のみについ
期ごとの観点の内容的な分析安行ってきた。
その結果ラ量的にも内容的にも，学校によっ
言十 2校
言十 1校
て評舗の観点に極めて大きなバラツキがある
ことがわかった。 に準拠
主 i 時
刻
した同じような内容の教科書を使用していな
がら，これだけのバラツキがあること
とも思えるほどである。このことは望まし
くないことであろうか。それとも，やむを
到達度評価と
ないことであろうか。
については，
行規則jで義務づけられているが，
の捧式については事そ
る市町村の教育委員会にある。しかしながら 9
は，ほとんどの都道府県の市町村が文
部省の示した様式をそのまま採用しておりヲ
ある。それに対し， いては
られているわけではなしそ
ついても各学校で決めること
ができる。このことから考えれば9
おける観点の数や内容が各学校でまちまちで
あったにしても，決し ないこと
といえるかも知れない。
しかし 9 各学校の学習指導の内容に違いが
あるならばいぎ知らず，子ども遠の学んでい
る内容にほとんど差がないとすれば，学習の
ごとの
にこれほどの蓋があることは匂や
はり問題であろう。かといって，
を撮って，
文
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べきものでもないだろう。せめてヲ現在でも
本県のいくつかの市都が実施しているように令
市郡あるいは町村の
向けた自主的な研究協力体制が必要なのでは
ないだろうか。
そのためにも，こうし
を行い，その実態を明らかにすることは
のあることだと思われる。今回は，内容的な
分析についてはごく一部だけを報告したに過
ぎないが，今後もできるだけ他の学年や他の
教科についても報告していきたい。さらに，
平成4年度からは生活科も全部実施されるこ
とになるので，各小学校がその評価をどのよ
うに行一っていくのか，
ところである。
に興味のもたれる
書記
にま泰
ジェクト(研究代表
油田貞美教授)の報告審「自然科学教脊に於け
る教材及び指導法に関する研究J ヲ1b)の中
で報告したものに，データを加え
修正を行ったものである。
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